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東
京
商
工
リ

サ
ー
チ
が
ま
と

め
た
道
路
貨
物

運
送
業
の
２
０

２
３
年
１
〜
９

月
の
倒
産
件
数

は
２
３
４
件

（
前
年
同
期
比

34
・
４
％
増
）

と
、
３
年
連
続

で
前
年
同
期
を

上
回
り
、
こ
こ

10
年
間
で
は
14

年
同
期
に
次
ぐ

高
水
準
と
な
っ

た
。

　

資
本
金
別
で

は
、
１
０
０
０
万
円
未
満
が

１
７
０
件
で
構
成
比
72
・
６

％
（
前
年
同
期
は
56
・
３
％
）

を
占
め
、
中
小
・
零
細
企
業

の
割
合
が
高
ま
っ
た
。

　

２
３
４
件
の
う
ち
、
燃
料

費
高
騰
な
ど
に
よ
る
物
価
高

関
連
倒
産
は
85
件
（
同
84
・

７
％
増
）
で
１
・
８
倍
と
な

っ
た
ほ
か
、
人
手
不
足
関
連

倒
産
は
30
件
（
同
１
１
４
・

２
％
増
）
で
２
・
１
倍
、
求

人
難
が
15
件
（
前
年
同
期
は

４
件
）、
人
件
費
高
騰
が
９

件
（
同
２
件
）
と
い
ず
れ
も

急
増
し
て
い
る
。

　

特
に
物
価
高
倒
産
は
６
月

き
た
建
築
」
を
通
じ
、
大
阪

の
新
し
い
魅
力
を
創
造
・
発

信
す
る
事
業
。

　

住
友
倉
庫
の
川
口
倉
庫

は
、
１
９
３
１
年
に
当
時
の

倉
庫
建
築
で
は
国
内
初
の
６

階
建
と
し
て
建
て
ら
れ
、
２

０
１
４
年
ま
で
本
社
が
置
か

れ
て
い
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
倉
庫

が
堅
牢
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
残
し
な
が
ら
、

か
つ
て
川
口
が
貿
易
港
と
し

て
栄
え
た
歴
史
を
今
に
伝
え

る
、
大
切
な
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

中
谷
運
輸
（
本
社
＝
大
阪

市
）
築
港
ビ
ル
は
、
１
９
３

３
年
に
大
阪
商
船
（
現
商
船

三
井
）
が
、
船
舶
の
切
符
売

以
降
、
毎
月
10
件
以
上
で
推

移
し
て
お
り
、
運
送
業
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
は
、

政
府
は
外
国
人
労
働
者
の
在

留
資
格
で
あ
る「
特
定
技
能
」

へ
の
自
動
車
運
送
業
の
追

加
、
輸
送
手
段
を
鉄
道
や
フ

ェ
リ
ー
に
転
換
す
る
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
目
標
を
掲
げ
る

な
ど
、
２
０
２
４
年
問
題
に

対
す
る
施
策
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
し
か
し
、
道
路
貨

物
運
送
業
は
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資

の
返
済
に
加
え
、
燃
料
費
の

高
止
ま
り
や
人
手
確
保
の
た

め
の
人
件
費
上
昇
な
ど
で
業

績
回
復
が
遅
れ
、
資
金
繰
り

が
限
界
を
迎
え
た
中
小
・
零

細
企
業
を
中
心
に
倒
産
は
増

勢
が
続
く
可
能
性
が
高
い
と

し
て
い
る
。

　

大
阪
市
は
こ
の
ほ
ど
、「
生

き
た
建
築
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

大
阪
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
第

２
期
と
し
て
47
物
件
を
選

定
。物
流
企
業
の
施
設
で
は
、

住
友
倉
庫
大
阪
支
店
川
口
倉

庫
と
中
谷
運
輸
築
港
ビ
ル
が

選
ば
れ
た
。

　

同
市
が
、
ま
ち
を
１
つ
の

大
き
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
見

立
て
て
、
そ
こ
に
あ
る
「
生

　

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
世
界
最
大
手

Ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ　

Ｄ
ｅ
ｎ
ｎ
ｉ

ｓ
ｏ
ｎ
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
現

場
環
境
を
再
現

す
る
た
め
の
ラ

ボ
を
東
京
・
港

区
虎
ノ
門
に
開

設
し
た
。
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
に
関
す
る

最
新
情
報
を
、

顧
客
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら

積
極
的
に
発
信

し
て
い
く
。

　

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

は
、
物
流
分
野

で
も
倉
庫
内
作

業
や
輸
送
効
率

化
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
す
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
タ
グ
の
単
価
の
課

題
も
あ
り
、
特
に
日
本
で
は

大
規
模
な
普
及
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
。

　

し
か
し
、
世
界
的
に
み
る

と
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
２
０
２
２
年
に
は
全

世
界
で
約
３
３
０
億
枚
が
出

荷
、
毎
日
約
１
億
枚
が
消
費

さ
れ
て
い
る
計
算
に
な
る
。

今
年
は
２
ケ
タ
成
長
を
遂
げ

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

調
査
会
社
に
よ
る
と
、
価

格
は
、
数
年
前
に
約
５
・
９

セ
ン
ト
ま
で
下
が
っ
た
が
、

そ
の
後
は
半
導
体
不
足
の
影

響
や
イ
ン
フ
レ
の
進
行
で

６
・
３
セ
ン
ト
に
戻
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
、
自
動
認
識

技
術
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
の

取
得
を
目
指
す
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

Ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ　

Ｄ
ｅ
ｎ
ｎ

ｉ
ｓ
ｏ
ｎ
の
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
売

り
上
げ
は
ア
パ
レ
ル
が
中
心

で
、
２
０
２
１
年
の
段
階
で

も
出
荷
枚
数
の
約
75
％
が
ア

パ
レ
ル
関
連
だ
っ
た
が
、
こ

こ
に
き
て
取
り
組
み
案
件
数

の
シ
ェ
ア
は
食
品
、
物
流
そ

れ
ぞ
れ
約
20
％
を
占
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
に
広
が
り
始

め
て
い
る
。

　

物
流
分
野
で
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
が
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

を
活
用
し
て
次
世
代
の
物
流

の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

物
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
荷

時
に
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
貼
っ
て
仕

分
け
作
業
を
効

率
化
し
た
り
、

配
送
ト
ラ
ッ
ク

に
荷
物
を
積
む

際
に
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
に
変
え
、
ど

の
ト
ラ
ッ
ク
に

載
せ
た
か
が
自

動
で
分
か
る
よ

う
に
し
た
。
ま

た
、
ト
ラ
ッ
ク

に
リ
ー
ダ
ー
を

取
り
付
け
、
幹

線
ル
ー
ト
で
も

デ
ー
タ
を
取
得

し
た
り
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配

送
で
は
荷
物
量
に
合
わ
せ
て

ル
ー
ト
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

変
更
す
る
な
ど
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

で
取
得
可
能
に
な
っ
た
デ
ー

タ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法

を
実
証
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を

経
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最

適
化
や
配
送
密
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｐ
Ｓ
以
外
で
も
、
ブ
ラ

ジ
ル
国
家
郵
便
局
（
Ｃ
ｏ
ｒ

ｒ
ｅ
ｉ
ｏ
ｓ
）
が
１
４
０
拠

点
で
バ
ー
ス
か
ら
荷
物
が
出

荷
す
る
際
に
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
活

用
し
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
は
デ
ー
タ
を
取
得
で
き

る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
ル

ー
タ
ー
同
士
が
情
報
を
交
換

す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ル
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
、
コ
ス
ト
の

見
え
る
化
や
ト
ラ
ッ
ク
の
積

載
率
向
上
を
実
現
す
る
。
世

界
的
に
市
場
拡
大
が
顕
著
な

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
の
場

面
で
も
、
出
荷
ミ
ス
に
よ
る

ロ
ス
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
だ

け
で
な
く
、
商
品
を
物
流
セ

ン
タ
ー
・
店
舗
・
Ｅ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
の
ど
こ
か
ら
出
荷
し
た

ら
最
適
か
な
ど
も
見
え
る
化

で
き
る
。

　

ラ
ボ
で
は
、
こ
う
し
た
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
が
行

え
る
。
Ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ　

Ｄ
ｅ

ｎ
ｎ
ｉ
ｓ
ｏ
ｎ
は
、
こ
れ
ま

で
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も

と
に
、
何
種
類
も
の
タ
グ
の

中
か
ら
ど
の
タ
グ
を
選
べ
ば

良
い
か
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

リ
ー
ダ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
も
ど

れ
が
最
適
か
な
ど
の
情
報
も

提
供
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

で
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用

す
れ
ば
、
環
境
へ
の
影
響
を

見
え
る
化
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
と
い
う
。

　

日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ

ス
テ
ム
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
）

は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
強
調

月
間
の
一
環
と
し
て
「
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
全
国
大
会
２
０

２
３
」
を
10
月
24
（
火
）、

25
（
水
）
の
両
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
ベ
ル
サ
ー
ル
九

段
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ

り
開
催
す
る
。

　

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の

通
り
。

　

10
月
24
日
▽
基
調
講
演
＝

企
業
事
例
と
経
営
戦
略
か
ら

見
た
こ
れ
か
ら
の
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
の
あ
る
べ
き
姿
（
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
・
中
谷
康
夫

代
表
取
締
役
会
長
）
▽
推
進

委
員
登
壇
セ
ッ
シ
ョ
ン
＝
①

皆
で
運
ぶ
物
流
の
未
来
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ

ｃ
ｓ　

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
・
梅
村

幸
生
代
表
取
締
役
社
長
）、

②
物
流
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
事
例
紹
介
（
ト
ラ

ス
コ
中
山
・
岡
田
真
也
物
流

本
部
物
流
改
革
部
部
長
）
▽

２
０
２
４
年
問
題
の
解
決

へ
、
事
例
講
演
①
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

ー
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
改
革（
日
清
食
品
・

深
井
雅
裕
取
締
役
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
本
部
長
）
▽
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

10
月
25
日
▽
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
大
賞
表
彰
式
・
受
賞
記

念
講
演
＝
歩
か
な
い
物
流
セ

ン
タ
ー
の
構
築（
エ
レ
コ
ム
・

原
田
航
物
流
部
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
）
な
ど
▽
ロ
ボ
ッ
ト

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
環
境
構
築

に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
と
共
創
（
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
・
秋
葉
淳

一
会
長
）
▽
特
別
講
演
＝
こ

れ
か
ら
の
人
的
資
本
経
営
の

あ
り
方
（
一
橋
大
学
・
伊
藤

邦
雄
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

場
兼
船
員
の
待
合
所
と
し
て

建
て
た
近
代
建
築
。
竣
工
時

は
３
階
建
だ
っ
た
が
、
台
風

な
ど
の
水
害
を
防
ぐ
戦
後
の

復
興
事
業
に
よ
っ
て
周
辺
道

路
全
体
が
２
㍍
余
り
嵩
上
げ

さ
れ
た
結
果
、
建
物
の
１
階

が
ほ
ぼ
地
中
に
埋
ま
っ
て
い

る
。
解
体
の
危
機
を
く
ぐ
り

抜
け
、
現
在
も
１
階
に
飲
食

店
な
ど
が
入
居
し
、
活
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
が
選
定

理
由
。

　

１
５
０
年
記
念
展
開
催
中

京
都
鉄
道
博
物
館

　

京
都
鉄
道
博
物
館
は
11
月

26
日
ま
で
、
貨
物
鉄
道
輸
送

１
５
０
年
記
念
企
画
展 

「
モ

ノ
を
運
ぶ
鉄
道
展
〜
列
車
が

乗
せ
る
の
は
人
だ
け
じ
ゃ
な

い
。
〜
」を
開
催
し
て
い
る
。

　

貨
物
鉄
道
輸
送
の
あ
ゆ
み

と
し
て
、
明
治

以
来
、
多
く
の

貨
物
を
輸
送
し

て
き
た
こ
れ
ま

で
の
歴
史
を
、

錦
絵
や
各
種
銘

板
、
車
両
模
型

な
ど
の
関
連
資

料
で
た
ど
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ

か
、
１
９
２
８

年
に
開
業
し
た

梅
田
駅
が
吹
田
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
へ
引
き
継
が
れ
る
歴

史
も
展
示
。

　

11
月
11
、
12
の
両
日
に
は

「
梅
田
駅
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送

〜
コ
ン
テ
ナ
の
一
日
〜
」
と

題
し
た
、
１
９
７
９
年
頃
の

梅
田
駅
の
映
像
上
映
会
を
行

う
。

　

物
流
機
能
持
つ
千
歳
テ
ク

　

ノ
パ
ー
ク
統
括
工
場
完
成

ア
ク
テ
ィ
オ

　

ア
ク
テ
ィ
オ
と
グ
ル
ー
プ

会
社
の
共
成
レ
ン
テ
ム
は
、

北
海
道
と
し
て
は
初
の
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
と
な
る
「
千
歳
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
統
括
工
場
」
を

設
立
し
、
10
月
10
日
か
ら
稼

働
を
開
始
し
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
オ
は
２
０
０
１

年
の
佐
野
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
統

括
工
場
を
皮
切
り
に
、
研
究

開
発
拠
点
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
を
兼
ね
備
え
た

大
型
の
整
備
・
物
流
工
場
を

全
国
に
展
開
。
整
備
工
場
・

研
究
開
発
の
場
、
人
材
育
成

や
災
害
時
の
機
械
・
機
材
供

給
基
地
と
し
て
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
や
防
災
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
施

設
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。

　

新
工
場
は
全
国
７
カ
所
目

の
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
統
括
工

場
。
敷
地
面
積
５
万
５
８
０

０
・
37
平
方
㍍
、
鉄
骨
造
２

階
建
て
・
延
べ
床
面
積
１
万

１
９
４
３
・
84
平
方
㍍
、
札

幌
市
を
中
心
と
す
る
道
央
圏

の
物
流
を
担
う
、
テ
ク
ノ
パ

ー
ク
初
の
合
同
工
場
。

　

北
海
道
内
屈
指
の
生
産
拠

点
に
加
え
、
札
幌
圏
の
デ
リ

バ
リ
基
地
を
も
担
う
工
場
と

し
て
、
物
流
機
能
も
兼
ね
備

え
、
迅
速
な
積
み
込
み
・
積

み
降
ろ
し
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ

な
車
両
の
流
れ
を
追
求
。
さ

ら
に
、
機
械
整
備
の
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大阪市
「生きた建築ミュージアム」
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